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Using Bethe ansatz method, we clarified the dynamical properties of the integrable model 
--- one dimensional spinless fermion model and Heisenberg model. In particular, the 
properties in the high-energy region are elucidated from the analysis of the string states. 
Further, we obtained the particle propagator of the Ruijsenaars-Schneider model and 
clarified the dynamical properties in terms of the excitations obeying fractional 
statistics. We show the mutual equivalence among the known several expressions of the 
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数の導出: 1 次元 Heisenberg 模型の場合、
絶対零度における動的相関関数、有限温度で
の静的な相関関数に ついては既に先行研究
が存在する(F. Goehmann et al, ”Integral 
representations for correlation functions 
of the XXZ chain at finite temperature” 



























(3) 1 次元 超対称 t-J 模型の動力学: 
t-J 模型は各サイトあたり電子の 2 重占有
を禁止した、↑, ↓-スピン、ホールの 3 種
類の自由度の ある電子系の模型であり、系に
ホールのない場合は Heisenberg 模型に帰着
する。本研究では可 解模型である超対称 t-J 
模型に対して、系にホールが 1つ存在した場
合の動力学を中心に行う。 超対称 t-J 模型
における 1 電子スペクトルの導出を行う 
(Mott 絶縁体の Heisenberg 模型で記述 さ
れる状態から光によって電子を 1 つ抜いて
励起した場合)。すでに 1 次元方向に強い異













1 次元 Heisenberg 模型の動力 学の解析的
な方法は主に 2 つあり、一つは無磁場 の場
合に適用可能な表現論によるアプローチと
有限磁場下での Kitanine らによる Bethe 
方程式を用 いた定式化があり、両者を用い
て解析を行う。 
 Jordan-Wigner 変換により Heisenberg 
模型に写像可能な スピンレスフェルミオン
模型 についても 同様の相関関数の定式化
がなされている (K.Motegi, K.Sakai ”Form 
factors and correlation functions of an 
interacting spinless fermion model” Nucl. 








ト数 N ∼ 102 まで行っているが (研究目 
的:図 2 では N = 50)、スペクトル強度の評
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